
病害虫注意報
2019年4月作成※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

キク編

白さび病、害虫の発生に注意しましょう！
暖かくなり、暖房機の稼働時間が減ったタイミングで白さび病が発生すると防除が困難になります。発病させない環
境づくりと薬剤散布をしっかりと行ってください。換気口から害虫が飛び込み、暖かい部屋の中で大発生！ということ
もあります。初期発生を見逃さないと同時にハウス回りの雑草は病害虫発生源となるので、雑草が大きくなる前に除
草剤等を散布しましょう。

※地域の防除事例を基に作成しています(輪菊栽培)。品種、栽培条件によっては薬害が発生する場合があるため

ご注意ください。さらに、展着剤･葉面散布剤等を加用する場合もご注意ください。
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育

初
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アブラムシ類，フラーバラゾウムシ
アザミウマ類，ハダニ類

トクチオン乳剤 1,000倍 発生初期/5回

アブラムシ類，アザミウマ類 モスピラン顆粒水溶剤 ※
アブラムシ類 4,000倍，アザミウマ類 2,000倍
発生初期/5回

灰色かび病、炭疽病、
べと病、さび病

エムダイファー水和剤 400～650倍 発病初期/8回

消

灯

時

アブラムシ類，
アザミウマ類

inochio
セイレーン

フロアブル

2,000倍
発生初期/3回

白さび病
inochio
オペラフラワー乳剤

2,000倍
発病初期/3回

破

蕾

期

ハダニ類
カネマイト
フロアブル

1,000~1,500倍
－/1回

アザミウマ類，
ハモグリバエ類，
オオタバコガ

スピノエース
顆粒水和剤

5,000倍
オオタバコガは
2,500~5,000倍
発生初期/2回

白さび病、
※ 黒斑病，灰色かび病
ハダニ類，うどんこ病

ポリオキシン
AL水溶剤

2,500倍
発病･発生初期/8回

発

蕾

期

白さび病，アブラムシ類，
アザミウマ類，ハモグリバエ類

ハチハチ乳剤 1,000倍 発病・発生初期/4回

ハダニ類 スターマイトフロアブル 2,000倍 発生初期/1回

※ 花き類・観葉植物登録

新規登録薬剤のご紹介!
特徴を知って効果的に使用しよう!

アブラムシ類，アザミウマ類
2,000倍 発生初期/3回

スピロテトラマト水和剤 22.4％

新規の作用性；キクの登録農薬で新系統殺虫剤

長い残効性；遅行性ながら幼虫にじわじわ効きます。
残効性に優れ、効果が長く持続します。

優れた浸透移行性；有効成分が植物体内に取り
込まれ導管と師管を通って生長点付近へ！

成虫には効果が低いため、発生前に予防的に使用
することをお薦めします。成虫が発生している場合は、
他剤と混用してください。
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